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子育てを助け合いませんか。「子育
ての手伝いをして欲しい方」「子育ての
お手伝いをしたい方」を募集します。
日時　3月4日（日）
　午前9時～11時30分
場所　せとっ子ファミリー交流館
集会室
内容　
❖センターの利用の仕方
❖子どもの遊びと遊ばせ方
❖乳幼児の主な病気と対応の仕方
❖子どもの事故防止対策と応急処置
❖心肺蘇生法の基礎講話　など
対象　ファミリーサポートセン
ター入会希望の方
会費　年間500円（今回入会の方
は今年度後期分250円）
託児　あり・無料（乳幼児）
申込方法　指定の申込書を記入
し、直接お申し込みください。
（休館日の月曜を除く）
申込書配布場所　ファミリーサ
ポートセンター（せとっ子ファミ
リー交流館内）
締切　3月2日（金）

「0歳から働きかける久保田式
育児法（クボタメソッド）」をテーマ
に、久保田カヨ子講演会を開催し
ます。
久保田カヨ子氏は、日本におけ

る伝統的な母子相伝の育児法を
見直しながら、自身が米国在住時
や日本で実践してきた出産と育児
経験をもとに、夫で脳科学の権威
である久保田競氏（京都大学名誉
教授、医学博士）の脳科学理論に
裏づけされた「0歳から働きかけ
る」久保田式育児法（クボタメソッ
ド）を確立されました。脳科学おば
あちゃんとしてテレビへの出演の
ほか多数の著書があり、幅広く活
躍されています。　
日時　3月17日（土）午後1時30分
～3時30分（開場：午後1時～）
場所　せとしんエンゼルホール
対象　0～3歳のお子さんをお持
ちの保護者の方、現在妊娠して
みえる方で育児を真剣に考え
ている方
参加費　無料
定員　250人（先着順）
申込方法　指定の申込書を記入し、
ＦＡＸか直接窓口にお持ちください。

ＦＡＸ　83・5204
申込書配布場所　瀬戸商工会議
所、市政情報コーナー（市役所1階）
締切　3月8日（木）

10月から1月分までの子ども手
当を2月10日（金）に指定の金融
機関の口座に振り込みましたの
で、入金をご確認ください。
※今回の振込は、12月28日まで
に認定請求書（出生・転入を除
く）を提出された方が対象で
す。1月以降に提出された方は、
10月から1月分までの子ども手
当を3月以降に振り込みます。
※支払内容は通帳での記帳にて
ご確認ください。（「セトシコドモ
カテイカ」と表示されます。）
※市から金融機関への振込手続
きは、振込日の約1週間前に完
了しています。振込日当日の営
業開始直後にはご確認いただ
けないことがあります。ご了承
ください。
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材料（4人分）
�糸こんにゃく………１袋
�にんじん…………１／３本
�しいたけ……………２個
�ピーマン……………２個
�卵……………………２個
�かつおぶし……………５ｇ
作り方
①卵２個を使って、炒り卵を作る。
②糸こんにゃくは下茹でし、３～４ｃｍに切る。
③野菜は全て千切りにする。
④フライパンに油をひき、にんじん、しいたけ、ピーマンの順で炒める。
⑤④にこんにゃくと、煮汁Ａを入れ、水分がなくなるまで炒める。
⑥水分がなくなったら、炒り卵とかつおぶしを加えて出来上がり。
ひとこと
�しいたけは、乾燥しいたけを使ってもおいしいです。
�かつおぶしは、ほぐしながら少しずつ入れていくと、他の具材と混ざりやすいです。

作

ひ
萩山小学校　N・A 

様糸

�だし汁……………６０ml
�しょうゆ………大さじ２
�酒…………大さじ１／２
�砂糖……………大さじ１
�みりん…………大さじ１
�サラダ油…………適量
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子育て情報

ファミリーサポートセンター
入会講習会

ファミリーサポートセンター
☎97・2525

問い合
わせ先

瀬戸商工会議所女性会
創立35周年記念
久保田カヨ子講演会

瀬戸商工会議所
☎82・3123

問い合
わせ先

子ども手当の
入金確認を

こども家庭課
☎88・2631

問い合
わせ先

生活インフォメーション
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瀬戸と尾張旭で
１１９番通報を共同運用

　瀬戸市長と尾張旭市長は「消防通信指令業務共同運用に関す
る協定書」に調印しました。
　協定では、両市の消防体制を強化するために、12月1日から、 
1１９番通報を受ける通信指令施設の充実を図ると共に、両市内
からの１１９番通報を、瀬戸の通信指令施設で一括して受信し、共

同で運用するものです。これまで、市境からの１１９番通報は隣市の消防指令施設が受ける場合がありましたが、
今後は両市間の転送が不要となり、救急現場までの時間が短縮できます。

1/25
水曜日

　“見て、ふれて、参加して”をテーマにパルティせ
と周辺で消防出初式を開催しました。式典では、平
成２３年中、火災が発生しなかった「古瀬戸・西陵・八
幡台・原山台」の４連区が表彰されました。
　第１部では、瀬戸川右岸の道路を消防団や消防
車などの行進が行われ、今年はじめて、園児でつく

る「幼年消防クラブ」のかわいらしい行進もあり、参加した瀬戸幼
稚園の園児らは「火の用心 よい子は火では遊びません。」と来場
者に大きな声で力強く呼びかけていました。
　第２部では、愛知工業大学の学生らが、「震災」をテーマにした紙
芝居「いなむらの火」を朗読する催しがパルティせとで行われまし
た。参加した学生は、「小さいお子さんに伝えるには紙芝居が一番
だと思い初めて企画した。これからは保育園や小学校にも出かけ、
津波のおそろしさを子どもたちに伝えていきたい。」と話してくれ
ました。

元気に「火の用心」
幼年消防クラブが行進

1/8
日曜日

海外作家との交流

　陶芸作家サリー・ウォークさん（オーストラリア）とガラス作
家マーレ・サーレさん（エストニア）が、瀬戸窯業高校で専攻科
の生徒さんを前に、自身の作品などを解説しました。
　この事業は、海外で活躍されている作家を招聘し、市内で制
作していただき、さまざまな交流を行う「瀬戸国際セラミック＆
ガラスアート交流プログラム」の一つです。
　サリーさんは、自分の国が海に囲まれているため、海の生物をテーマに作っていることを、マーレさんは、作
る人が少なくなったガラス彫刻の技法を後世に残していけるようにしたいと説明されました。生徒からは「とて
も興味深い話だった。」と感想を話してくれました。※関連記事８ページ

1/20
金曜日

街のホットな話題をお届けします

街 か ど ス ナ ッ プ


